	開催セミナー

	第55回　農楽マッチ勉強会　梅田定期セミナー

	日　時
	2017年８月20日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター

	講　演　者

	　（株）XS　柴田敬介氏、（株）マイファーム　磯川麻里氏、（株）坂ノ途中　平松永典氏

	タイトル
	２名の活動紹介、１名の講演

	内容
	（株）XS　柴田敬介氏　「フードアクション・ニッポンアワード」の紹介
（株）XSは、全1,117ヶ所の道の駅をすべてカバーする口コミ情報サイト（ポータルサイト）「みちグル」の運営をはじめとする、道の駅のプラットフォーム事業や、WEBを利用した各種サービスを提供しています。

今回は、事業の１つとして関わっておられる「フードアクション・ニッポン（＊）」、また、「フードアクション・ニッポンアワード」についての紹介がありました。
「フードアクション・ニッポンアワード」は、審査員が大手百貨店、外食事業者のバイヤーやトップということもあり、「受賞後の販路が確約される」ことが最大の特徴であり、頑張っている生産者にスポットライトが当たる方法として、エントリー方法などについて紹介がありました。
＊農林水産省が平成20年に立ち上げた、国産農林水産物の消費拡大を国民運動として普及することを目的とした取組。

（株）マイファーム　磯川麻里氏　「アグリイノベーション大学校」の紹介
（株）マイファームは、体験農園の運営、社会人向け農業スクール、農家向け経営塾、野菜の流通等、農業関連人材紹介など、農業に関する各種サービスを提供しています。

アグリイノベーション大学校は、新規就農をするための「学び」の場所を提供する社会人向けの農業スクールであり、開校７年で892名が卒業されています。１年ぐらいのプログラムで、実践的な農業経営・地域経営をめざし、環境・技術・経営を俯瞰して学ぶことが特徴であり、秋季入学生の募集内容について紹介がありました。
（株）坂ノ途中　平松永典氏　講演
坂ノ途中は、「環境負荷の少ない農業（土地をやせさせず、未来からの前借りをしない農業）を広める事業」を展開しています。日本における有機農業の割合は0.4％と他国と比較しても低く、慣行農業からの移行は技術が違うなど、有機農業の割合を増やすことは容易ではない状況です。一方で、新規就農者のうち約７割は「有機農業（また準ずる農業）を実施したい」というデータもあり、坂ノ途中では、新規就農者をパートナーとした事業展開を行っています（現在連携している生産者は約180軒）。
事業は飲食店向けからスタート。差別化を図るため、めずらしい野菜とともに、「自分たちの思い」とともに売ることで、共感してもらえる飲食店が増え、メディアにも取り上げられ、取扱量が増えたようです。店舗事業は、自分たちの思いを、興味がない人にも伝える（偶然の出会いを創出する）ことを目的に、情報発信拠点として京都や東京に出店しています。
現在の販売チャンネルの内訳は、ECサイトや店舗などのBtoCが55％、小売店や飲食店などのBtoBが35％、海外などの農業支援系が10％となっています。ECサイトではリピーター率が高く、その理由として品質の高さ、飽きさせないこと（季節感がある、話題が弾むなど）、新規就農者との綿密な連絡調整がポイントと分析されています。また、その他にも、ラオスでの取組、就農希望者への１週間の体験事業、有機農業の生産者と実需者が出会えるマッチングサイトの運営事業などの概要について、紹介をいただきました。

最後のまとめとして、坂ノ途中は、これまで「提携農家との二人三脚」を最も大切にして展開しており、今後もこの軸を踏まえた展開をしたいと締めくくられました。
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